


























mediated deoxyuridine triphosphate寸igoxigeninnick-end labeling(TUNEL)法を用い，アポ卜ーシス









































およひ:OP041:場件.のhelper / inducer T細胞の可能性が高い。
本論文は，自己免疫性肝炎の進展には壊死とともにアポトーシスと細胞死に後に認められる細胞増殖が
関与していることを示し，本疾患の進展機序に新たな知見を加えたものである。よって著者は博士(医学)
の学位を授与されるに値するものと判定された。
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